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　ここ10年ほどで日本における意匠の保護に関する環境に大きな変化があった。
　 1 つ目は、2015年の意匠の国際登録に関するハーグ協定への加盟である。日本に
おけるハーグ協定に基づく近年の出願件数は、加盟当初に比べておよそ 4 倍となり、
利用度が増している。ハーグ協定に基づく出願が有効か、海外への直接出願が有効
かは、意匠により保護を受けたい内容、ハーグ協定及び各国意匠法での保護可能な
範囲の違い等を理解した使い分けが必要となる。
　 2 つ目は、2019年の意匠法の大幅な改正である。具体的には関連意匠制度の拡充、
及び保護対象の拡大である。保護対象に関しては、この改正で画像、建築物、内装
にまで広げられた。2019年の改正より一定の期間が経過し、これら改定に対する実
務的注意点も明らかになってきた。
　 3 つ目は、2020年の意匠権の存続期間に関する改定である。改定前の存続期間は
設定登録から20年であったが、改定により出願から25年に延長された。出願から権
利化までの平均的な期間がおよそ 7 か月であることから、実質的に 4 年以上の存続
期間の延長となる。この期間は、特許権の存続期間より長いため、意匠法でも保護
できる範囲の対象であれば、特許権での保護期間の延長としての活用もし得る。
　日本における意匠登録出願件数は 3 万件ほどで推移し、特許出願件数の30万件ほ
どに比べ10分の 1 程度である。しかしながら、意匠は、実務の面での注意点を理解
し、意匠を活用していくことで、他社への牽制、脅威とし得る武器となる知財であ
ることは変わりない。弊所のこれまでの意匠実務の経験のほか、上述の変遷に対す
る最近の実務の蓄積をこの書籍により共有し、日本の知財の活性化を図るために、
本書を発刊するに至った。本書が、知財に関わる実務者にとって何らかのヒントを
与えるものであり、日本の知財業界の発展に微力ながらでも貢献できるものであれ
ば幸いである。
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